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簡略更年期指数（Simplified Menopausal Index: SMI）は、更年期の女性に現れやすい10の症状を回答することで、更年期症状とその原因、対処法へのアプローチ を短時間で探ることができるツールです。チェック項目となっている10の症状がなぜ起きるのか理解を深め、店頭で相談者のQOL改善の手助けに役立てましょう。

シリーズ

　「眠れない」「イライラする」「憂うつになる」と
いった症状は更年期の女性によくみられます。う
つ病や不安神経症、適応障害など精神科領域の
疾患でも現れますが、更年期の女性はそういう自
分を自覚し、病識を持っているところに違いがあ
ります。また、更年期障害によるうつ状態は、疲
労感を訴える割合が多いのも特徴です。
　頭痛やめまい、吐き気といった症状も、更年期
女性に多い訴えです。脳梗塞や脳腫瘍を心配され
る方もいらっしゃいますが、この年代では器質的
な障害がみつかることはごく少数です。
　武田薬品の調査から、更年期障害の症状のあ 武田薬品調査（2008年6月）
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更年期に伴う不定愁訴－－「なぜ、どうして？」にプロが応える⑤

　上記の4項目は、SMI では「精神神経系症状 」
に分類されます。更年期の女性はエストロゲン
など女性ホルモンの分泌が急減することから、
フィードバック機構（詳しくは470号8ページ参照）
が正しく働かなくなり、脳の混乱を生じて自律神
経が不安定になるため、これらの症状が起こりま

る方の7割以上に今回の4項目の自覚症状がある
ことがわかりました（図1）。

す（図2）。そこに生活環境や生活
習慣が影響して症状が現れるのが
更年期障害なのです。
　自律神経が不安定になることで、睡眠を司る間
脳が影響されると不眠となります。脳神経の一つ
であり、平衡感覚や聴覚を司る内耳神経が影響
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図1　症状を訴えた人の割合

（対象：SMI 26点以上の40〜59歳女性1,800人）
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図2　更年期症状としての「精神神経系症状」の発症

　「悩みがあるなら眠れなくて当たり前。イライラ･
憂うつになるのも仕方がない」、まずこれを理解し
ていただき、そして「聞いてさし上げる」という気持
ち、「一緒に考える」という姿勢が大切です。
　更年期障害が原因なら、うつ病などと異なり、
1～2ヶ月の治療で症状が治まってきます。薬局で
は漢方薬の連
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を組み合わせた連珠飲は、さまざまな
更年期症状に有効と考えられます。
　服用前後でQOLセルフチェックシート（店頭用の
SMIセルフチェックシート）をつけていただくと、改
善の度合いが確認できるでしょう。1～2ヶ月治療し
ても改善しない場合には、それから医療機関への
受診をお勧めしてもよいのではないでしょうか。

　まず患者さんの訴えの原因を探ります。
　「布団のなかで色々考え込んでしまい、夜も辛
い」の訴えに対して話を聞いてみると、最近子ども
がいうことを聞かなくなり、頭を悩ませているこ
とがわかりました。夫に話しても真剣に聞いてくれ
ず、イライラしてつい当たってしまうそうです。
　「夕方からはあまり悩まず、楽しいことを考えて
過ごすとよいでしょう」と話し、漢方薬とHRT（ホ
ルモン補充療法）で治療を行いました。1ヶ月後に
は症状・SMIの数値が改善されました（表1・症例A）。
　漢方薬は、「うつ・ストレス」や「疲れて眠れない」、

読 者 へ の メ ッ セ ー ジ

されると、めまい・吐き気といっ
た症状になって現れます。また、
気持ちを明るくする作用もある女
性ホルモンが減ってくることで、
気分が沈み、イライラ・くよくよ
しやすくなります。
　加えて、更年期は子育て、介護、
近所付き合いなど、悩みが増える
年代です。こうしたことから生じ
るストレスも、更年期症状を惹

じゃっ
起
き

する原因となります。

「頭痛」など、患者さんのタイプや訴えによって使い
分けます。症状が辛い場合は、睡眠薬や抗うつ薬、
抗めまい薬を2～3週間だけ使うこともあります。
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正常な女性ホルモン分泌 更年期の女性

精神神経系症状

小山 嵩夫：武田薬報468、18-19、2012改変    

表1　SMIの改善例

症例A 49歳
初診時52点（不眠14点）

1ヶ月後34点（不眠5点）
他に疲労感、イライラ感も改善

症例B 46歳
初診時58点（イライラ12点）

2ヶ月後29点（イライラ4点）
他に頭痛、めまいも改善

症例C 52歳
初診時68点（憂うつ7点）

2ヶ月後40点（憂うつ3点）
他に不眠も改善

症例D 55歳
初診時44点（頭痛7点）

1ヶ月後25点（頭痛3点）
他に息切れ、動悸も改善


